
農業水産振興課⑥ 
 

 
テーマ 
及び目的 

「学校給食への金沢産甘エビ提供と『金沢の水産業』出前授業の実施」 
児童に金沢の魚を身近に感じてもらうことで、地場水産物の消費拡大や食育

を推進する。 

対象及び 
参加人数 

【給食への甘エビ提供】 
大徳小学校、富樫小学校、伏見台小学校（計 2,200 名程度） 

【出前授業】大徳小学校５年生（141 名） 

実 施 日 平成 29 年 12 月 12 日（火） 

実施主体 農業水産振興課 

会  場 大徳小、富樫小、伏見台小 

スタッフ 石川県漁協職員、農業水産振興課職員 

内 容 等 

 大徳小学校に石川県漁協職員を講師として招き、５年生 141 名が「金沢の水

産業」について学んだ。 
その後、給食では、金沢港で水揚げされた甘エビの具足煮を、講師と児童が

美味しく味わった。 
同日、富樫小学校、伏見台小学校でも金沢産甘エビの具足煮が提供された。 
 

 
 

成  果 

 児童らは学校の授業で学んだ、金沢の水産業の基礎的な知識をふまえ、出前

授業でさらに知識を深めた。普段何気なく口にしている甘エビも、「地場もの」

と意識して食べたことで、金沢の魚や水産業が身近になった。 

今後の課題 
感 想 等 

 今後も本活動を通じて、多くの子どもたちに地場水産物に触れる機会を提供

し、地場水産物を身近に感じてもらい、食の大切さの理解に繋げることで、食

育を推進していきたい。 

 


